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22箇所
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451⼈

（1,500⼈） （1,500⼈） （1,500⼈）

＜中間アウトカムまとめ＞

年度 指標数 達成 未達成 ⽬標達成度

R3実績 9 6 3 66.7%

中　間　ア　ウ　ト　カ　ム　指　標

医療・介護関係者の情報共有の状況
 （多職種連携地域包括ケアシステムの利⽤状況【稼働中のグループ数】）

【趣旨】　多職種の連携・協働によって、専⾨職のそれぞれの専⾨性を活かしたアセスメントにより⾼齢者の現状を多⾓的に捉えて⾒通しを⽴てることができ、さらに横の連携による
⽀援チームの形成も可能となることから、要介護状態の予防及び重度化防⽌や、⾼齢者の状態にあった⽀援の実現につながると考えられます。

②多職種連携の実現

22箇所 ○

1,374⼈ ×

認知症カフェ登録数

認知症サポーター養成講座参加者数

71% ◎

中　間　ア　ウ　ト　カ　ム　指　標

⾼齢者サポートセンター（地域包括⽀援センター）総合相談⽀援件数

⽣活⽀援サポーター養成研修修了者の地域活動実施団体への登録率

成年後⾒制度相談件数

中　間　ア　ウ　ト　カ　ム　指　標

要介護認定の変化率（改善率）

中　間　ア　ウ　ト　カ　ム　指　標

51,783件 ◎56,197件

3,644件

46グループ ◎

21箇所

211⼈

【趣旨】　住み慣れた地域での⽣活の維持・継続や、⽣きがいと尊厳の保持・向上に向けては、互いを認め合い⽀え合う体制づくりが必要です。特に、認知症の⼈や介護をする家
族にとって、周囲の理解やサポートが重要であると考えられるため、居場所や相談の⽀援や、地域の理解を促進しサポーターを増やすよう⽀援します。

中　間　ア　ウ　ト　カ　ム　指　標

中　間　ア　ウ　ト　カ　ム　指　標

認知症初期集中⽀援チームの⽀援結果（⽣活のしづらさが改善した割合）

第8期市川市⾼齢者福祉計画・介護保険事業計画  中間アウトカム評価⼀覧
（令和3年度分）

3,354件 ×

◎

16.8%

医療・介護関係者の連携の状況
（医療・介護関係者の研修参加者に対する調査において、「連携が図れている」と回答した
割合）

×

16% ◎

46グループ

70%

3%

④多様な担い⼿や社会資源の確保及び育成

【趣旨】　多様な主体による⽀援やサービスの提供体制を構築し、⾼齢者を⽀える地域の体制づくりを推進する必要があります。また、⾼齢者が担い⼿として参加することで、⾃⾝
の健康づくりや介護予防にもつながり、年齢や⽴場に関わらずお互いを認め合う地域社会の創造につながると考えられます。

【趣旨】　⾼齢者が抱える課題は、介護に関することに留まらず、⽇常⽣活上の⽀援や、保健、医療、家族関係など、多岐にわたります。こうした課題に対して包括的に⽀援を提
供できる基盤を強化することで、⽀援の効果・効率をあげるとともに、⾼齢者の尊厳を保持し、QOL(⽣活の質)を⾼められると考えられます。

⑤相談及び⽀援基盤の構築・強化

⑦要介護状態の予防・重度化防⽌の実現
【趣旨】　「健康寿命」は、「平均寿命」から「⽇常⽣活動作が⾃⽴していない期間」を差し引いた年数です。健康づくりや介護予防の推進とともに、⾼齢者が状態にあった適切な
⽀援を受け、残像能⼒を活かし⽇常⽣活の⾃⽴度を⾼めることが、要介護状態の予防・重度化防⽌の実現にとって重要と考えられます。　※介護認定審査会に諮った⽅の改善
率

⑧⾼齢者の状態に合った⽀援の実現

【趣旨】　⾼齢者の状態にあった⽀援の実現により、介護予防・重度化防⽌を実現するとともに、住み慣れた地域・居宅での⾃⽴した⽣活の維持・継続を可能とし、さらには⾼齢
者の⽣きがいの尊厳の保持・向上を⽬指します。

⑨地域での⽀えあい、認めあう仕組みの構築・円滑な運営

20.0%

■評価基準

◎ ⼗分達成できた
○ ほぼ達成できた
× 達成できなかった
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